
 

外国人の人権尊重に関する実践事例 

 

１．基本情報 

○都道府県名及び市町村名 

 長野県松本市 

○学校名 

 松本市立山辺中学校 

○学校のＵＲＬ 

https://www.city.matsumoto.nagano.jp/kodomo/gimukyoiku/shochu/junior_high_

school/j_yamabe/index.html 

 

２．学校紹介 

○学級数 

【通常の学級】全学年３学級、【特別支援学級】２学級、【合計】１１学級 

○児童生徒数 

【全児童生徒数】２６３人（平成２８年５月１日現在） 

（内訳：１年生 87 人、２年生 95 人、３年生 81 人） 

○人権教育開発推進事業、人権教育研究推進事業実績（実施年度及び事業の別） 

 （参考；昭和３９～４０年度 第７次同和教育研究指定校 ※以降指定なし） 

○学校の教育目標、人権教育に関する目標など 

【学校の教育目標】 

「笑顔と 潤いと 求める心の あふれる学校  

～求め合い 気づき 実践する 生徒と教師～」 

【人権教育に関する目標】 

 （育てたい生徒の姿） 

・身の回りにある差別や偏見に気づき、差別を許さない人権感覚を磨く姿 

・自分を大切にし、他人を尊重しながら良好な人間関係を築いていく姿 

○人権教育に係る取組一口メモ  

「山辺ドリーム大学」（総合的な学習の時間）を通じて、体験、交流を基盤にし

て自分の生き方を考え、よりよい人間関係を築きながら共に課題を解決する意欲

と態度を育成する。 

○人権教育にかかる取組の全体概要 

・人権に関する正しい理解を図るために、各教科、道徳、特別活動、総合的な学習

の時間、生徒指導、進路指導、保健指導などの連携により人権教育を実施する。 

・個の学びの充実（わかる授業）や居場所づくり（楽しい学校）により、自己理解

や他者理解を進める。 

・豊かな体験活動（山辺ドリーム大学、ぶどう作業、資源物回収、人権講演会など）

を通し、様々な生き方に触れ、お互いを尊重できる姿勢を身に付ける。 



３．実践事例の内容 

◆ 地域の歴史から平和と外国人の人権について考える 

○取組のねらい、目的 

  「山辺ドリーム大学」は、学社連携した地域学習の取り組みとして、公民館等

も加わって、山辺中学校の総合的な学習の時間で、複数講座にて展開されている。

松本市山辺地区の「ひと・もの・こと」を教材とし、地域の歴史を通して生徒が

自らの生き方について考える講座も設置されている。学ぶ対象には平和学習につ

ながるものがあり、そこに戦争中に朝鮮半島から来た労働者との関わりがあると

する記録があるため、同時に外国人の人権についても、生徒が地域の学習を通し

て考えることのできる講座がある。 

 

○取組を始めたきっかけ 

  山辺地区には、太平洋戦争末期に、旧陸軍の計画により山腹に掘削された里山

辺地下飛行機工場跡がある。いわゆる戦争遺跡として整備されておらず、地元で

も年々存在を知らない人が多くなっている。一方、地域の歴史を研究している団

体が、実地調査と関係者の聞き取り調査を行ってきていたので、平成24年、山辺

ドリーム大学の設置講座を考える中で、体験的に地域の歴史を学ぶことから自ら

の生き方を考えることにつながる対象と考えられた。また、聞き取り調査は当時

の様子を知る地元の人だけでなく、工事に関わったとされる日本在住、現韓国在

住の朝鮮半島出身の方にも行われており、戦時という過酷な環境の中、どのよう

な体験をしたのか、どのような思いをしたのかを知り、現代を生きる子供たちが

体験を通して、外国人の人権について深く考えることができることを期待した。 

 

○取組の内容 

 ・長県教育委員会発行の人権教育リーフレット「いまここから自分から２」がモ

デルとして示した「里山辺地下工場跡」の学習展開も参考にして、本校の展開を

考えた。 

 

 



１  体験する  

（1）地域講師（講座講師を担っていただく地域の専

  門家の「先生」）より、講座の概略について説明

  を受け、各自が調査したいことを決め出す。 

（2）地域講師の案内で、実際に地下壕（工場）跡に

  入り、調査をする。 

 

２  交流する  

（1）各自が調査したことを、グループ内、グループ

   間で情報交換する。 

（2）各自が調査課題を設定しなおす。 

（3）地下壕内の掘り跡や、残されている文字や記号

   などから、作業に従事していた人について地域

   講師に示してもらう。（地域で地下工場の歴史 

     を研究している団体が、山辺地区の古老や、韓 

国在住の元作業員に聞き取り調査をした資料 

等）可能であれば、地域の古老との対話もする。 

（4）各自が調査目的を更に明確にして、２回目の 

                  地下壕調査をする。 

３  発信する  

（1）調査テーマに沿った結果と考察をまとめ、発表

   内容、方法について考える。 

（2）地域講師の助言を受けながら準備し、最終的な

   まとめは生徒だけで行う。 

（3）山辺ドリーム大学総合発表会（文化祭にて）で

                全校生徒、保護者や地域の方に発表する。 

 

○取組の主体や実施体制 

・山辺ドリーム大学は総合的な学習の時間で実施され、里山辺地下工場跡の講座

は「地下壕学科」との名称で実施した。 

・内容と展開は地域講師と講座担当教員で協議して決めるが、進め方については

地域講師に主となっていただき、教員は安全確保と個別支援を心がけた。 

・地域講座生として、地域の方が生徒とともに講座に参加し、活動する。今年度

は２名の方が生徒と活動した。 

 

○取組の頻度 

 ・総合的な学習の時間 年間18時間（２コマ 100分×９回） 

 

○取組を実現するに当たって課題となったこと、及びそれに対して講じた工夫 

 （以下４に記述） 

 



４．実施する際に生じた課題及びその解決策 

○取組を実施する際に生じた課題 

  朝鮮の方の地下壕掘削労働については、証言からは、作業労働者、管理者でい

たなど様々な立場がある。聞き取り資料から当時の労働について生徒に考えさせ

る際には、資料提示に当たり、歴史的認識をふまえて、客観性をもってとらえら

れるようにする必要があった。 

 

○課題に対する解決方法 

  遺物や環境から、作業が過酷であったこと、戦時中ゆえ外出等行動の自由が制

限されたことは推測できるので、地域講師と担当教員で協議し、生徒には現在と

は異なる様々な労働の立場や状況がわかるように、資料提示を工夫した。 

 

 

５．実践事例の実績、実施による効果 

○取組の実績 

 〈２８年度の地下壕学科実施状況〉講座受講生 生徒１３名 地域受講生２名 

 

第１回 地域講師による講座概要

説明 

・「里山辺地下壕跡」とはどのようなものか 

・何が目的だったのか 

・誰が働いたのか 

◇地域講師の説明とともに何を調べたいか考

えた。 

第２回 里山辺フィールドワーク ・地下壕のある里山辺地区を歩きながら、地

形や当時の様子を学んだ 

・地下壕のある金華山山腹に残るトロッコレ

ール跡、半地下工場跡、宿舎跡と推定される

場所、など 

◇ふだん歩いているところに関連する歴史が

あることに驚きを感じていた。 

第３回 地下壕実地調査① ・地域講師３人の案内で、３グループに分か

れ、地下工場跡に入った 

・巻尺やレーザーポインタを用いて、壕内の

実測や、壁面のダイナマイト穴、トロッコレ

ール、壁面の文字や記号などを確認しながら、

地下壕地図上に記入していった。 

◇壕内は全く光が入らないので、ライトを消

すと完全な闇となる。講師の合図で一斉に光

を消したとき、全員が息をのむ瞬間があった。 

第４回 地下壕に入った感想や調

べたことを発表し合う 

・各自の地図に記録した情報を交換し、補い

合う。 

・グループごと調査結果を発表、確認した。 



第５回 地下壕調査② ・初めの予定にはなかったが、もっと調べて

みたいとの生徒の要望もあり、２回目の調査

を行う。 

・教室で交換した情報を、現地で教え合った。 

第６回 働いた人についての学習 ・当時の周辺写真や証言記録、壕内に残され

た「天主」の文字、○○組の文字などから、

多くの朝鮮半島出身の方が働いていたと考え

られることを学んだ。 

第７回 調査結果のまとめと発表

の準備 

・地域講師に疑問点を聞いたり、アドバイス

をもらったりしながら、グループで発表にむ

けて考えをまとめた。 

第８回 生徒のみで発表準備 ・パワーポイントの準備 

・発表に向けてのリハーサル 

第９回 総合発表会 ・全校生徒及び地域の方に調査結果を発表 

 

○取組が効果を上げた実際の事例 

 (1)活動の導入で、調査を目的にし、概略の説明から各自が調査内容を考えるよう

にしたことで、目的意識がはっきりした。 

 (2)地下壕調査では、実測を取り入れ、具体的な数字でも規模が実感できるように

した。また、詳しい説明の前に体験を仕組んだことで、壕の内部の寒さ、閉鎖

空間の空気のにおいなど、資料ではわからない日常からかけ離れた環境を肌で

感じることができた。現在の地下壕は全く光が入らないため、人工の光がない

と、完全な暗黒となる。講師の合図で、一斉に手持ちの懐中電灯を消したとき、

誰も言葉を発することはなかった。無音の暗闇の中で、一人一人が心の中に湧

き上がってくる恐怖を感じているようだった。 

 (3)体験をした後で、資料で働いていた人について考えることができたので、命の

危険があったこと、自由が奪われていたかもしれないこと、遠く異国で苦しい

思いをしていたかもしれないこと、など、実感をもってとらえることができて

いた。 

(4)調査から考察を経て、生徒は発表資料をこのようにまとめた。(抜粋) 

 



 

(5)発表の最後に、生徒は、 

「この地下壕学科の学習で、地下壕の歴史や朝鮮の人のことを知って、自分た

ちにできることは何かを考えました。それは、戦争は起こしてはいけないとい

うことです。日本人も朝鮮人も、大切な自由を奪われてしまいます。私たちは、

このことを知ることができたので、次は、伝えていくことが大切だと思いまし

た。」と、発表することができた。 

 

６．実践事例についての評価 

○取組についての評価、及びそう評価する理由 

 ・地下工場跡の実地調査という直接体験活動を通して、当時労働に携わった人の

気持ちの一端でも想像することにより、証言の中にある言葉や思いが、生徒に

は実感を伴って自分事のように感じられたようである。それが、「伝えていくこ

との大切さ」という言葉になって表れている。外国人の人権について考えると

き、自らが感じること、思うことは国籍に関係なく、しかし、文化や立場が違

えば、自分にはわからない思いを持つこともあることに気づくことが大切であ

る。異年齢の人との交流も含めて、地域の「ひと・もの・こと」と主体的に関

わることのできる「地下壕学科」は、外国人の人権について、「自分ごと」とし

て見つめ、考え、つなげていくために、有効な学びではないかと考える。 

 

○保護者や地域住民からの反応 

 ・地域受講者が毎年２，３名受講しており、比較的年齢の高い方が多いが、地下

工場跡を知らない、この講座で初めて入った方も多い。地域の歴史を中学生と

同じ立場で学ぶことにより、中学生の考え方も知りながら、改めて足元にある

人権の課題について考えることができている。 

 

○現在、実施に当たって課題と感じていること 

 ・里山辺地下壕跡は未整備のため、近い将来見学調査ができなくなってしまう恐

れがある。これからもこの学習を大切につなげていくためにも、映像資料など

整備していく必要がある。 

 

 


